
様式第１号

指定管理者制度導入施設の管理運営状況【令和7年度】

※１～６，９：施設所管課記入，７：指定管理者記入，８：指定管理者及び施設所管課記入

１．施設名

２．施設の概要

３．これまでの管理運営状況

管理形態
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3
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3

3

４．現指定管理者の指定期間等

（応募者数：　団体）・

指定管理者名 特定非営利活動法人　古川学人

施設所管課 教育部地域交流センター

施設名 吉野作造記念館
施設の住所
電話番号

宮城県大崎市古川福沼一丁目２－３
0229-23-7100

設置年月日 平成7年1月29日 設置条例等 吉野作造記念館条例

設置目的
吉野作造に関する調査研究を行い、その情報を発信し市民の教育文化の向上と地域文化
の創造に資するため

RC造平屋建　延床面積　1,725.05㎡

　　　　　　敷地面積　8,321.68㎡

主な施設の内容

　常設展示室，研修室・企画展示室，講座室，収蔵庫，学習ルーム，

　　　インフォメーション（受付），休憩ラウンジ

利用料金 別紙のとおり

開館日　火～日曜日

常設展開館時間　9～17時（貸室場合9～21時）

期間 管理受託者又は指定管理者等

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他

指定期間 令和 8年 4月 1日　～　令和13年 3月31日（ 5年　ヶ月）

公募 非公募

施設の内容

開 館 日
開館時間

平成6年度～平成13年度 旧古川市

平成14年度～平成17年度 特定非営利活動法人古川学人

平成18年度～平成22年度 特定非営利活動法人古川学人

平成23年度～平成27年度 特定非営利活動法人古川学人

平成28年度～令和2年度 特定非営利活動法人古川学人

令和3年度～令和7年度 特定非営利活動法人古川学人

令和8年度～令和12年度 特定非営利活動法人古川学人

選定方法



５．指定管理料

※（ア）は当該年度，（イ）は前年度とし，それぞれ決算額ベース。

６．指定管理者が行う管理運営業務の内容

７．利用実績等

（１）利用者数

※上段に前年度実績を記載し，下段に当該年度実績を記載すること。

※指定事業に係る利用者数を記載し，自主事業による人数・件数は記載しないこと。

（２）利用料金収入

※上段に前年度実績を記載し，下段に当該年度実績を記載すること。

※指定事業に係る利用料金を記載し，自主事業による収入は記載しないこと。

令和７年度（ア） 令和６年度（イ） （ア）－（イ）

38,685千円 38,686千円 -1千円

自主事業：該当無し

（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計

令和６年度 693 908 931 786 1,048 1,236 1,021 861 543 571 1,336 814 10,748

令和７年度 730 1,628 972 1,005 2,125 638 1,695 1,223 463 549 852 971 12,851

（単位：千円）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計

令和６年度 16 37 32 45 44 44 38 35 41 43 53 70 498

令和７年度 51 71 99 54 69 58 70 77 45 30 47 95 766

指定事業（業務）：
１　条例第４条に規定する事業の実施に関する業務
２　利用許可，取消し等に関する業務並びに利用料金の徴収，減免及び返還に関する業務
３　施設及び設備の維持管理に関する業務

主な増減要因

5月 ：ＧＷイベントの実施による増加
7月 ：おおさき花火大会絵画展開催による増加（協力事業）
8月 ：おおさき花火大会オリジナル企画開催による増加
10月：いぬねこ十一番地イベント開催による増加（協力事業）
11月：子育て支援を目的とした
　　　　　　　フリーマーケット開催による増加（協力事業）
2月 ：後期企画展の開催時期変更による減少

主な増減要因

６月：刀剣展関連イベントの実施による増加
10月：会場利用件数の増加（市民活動団体、就労支援団体など）
11月：会場利用件数の増加（市民活動団体、就労支援団体など）
３月：後期企画展の開催に伴う増加



（３）サービス向上や利用者数の増加等のために実施した主な取り組み

1）普及啓発活動を展開 ＝ 地域と学校の連携強化・郷土の偉人への理解促進・学習意欲の向上

　　●博士の業績やエピソードをわかりやすく紹介するパネル展「わたしたちの先輩・
　　　吉野作造」を実施。パネルは小学校向け、中学校・高校向けの2種類を作成。　
　　（1）巡回パネル展実績　26校
　　（2）吉野作造教育実践研究に関する指定校 2校（古川第一小学校、古川中学校）

　　●当館が学校や施設等に出向き、吉野作造についての思想や業績を伝えるための
　　　講座や講演会を行い、学びの場を提供。
　　（1）吉野先生を記念する会（2）東北大学（3）岡山大学（4）東北福祉大学
　　（5）県公立高等学校事務職員協会研究大会（6）古川中学校キャリアセッション
　　（7）村田高校

　　●吉野作造の思想や業績、その他関連する歴史や文化、あるいは民主主義社会に
　　　必要な教養などを学ぶ機会を広く提供。
　　（1）前期基礎講座「吉野作造の文章を読んでみよう」　氏家仁当館館長
　　（2）憲法記念日講演会「共に生きる社会のために－「法の下の平等」を
　　　　　めぐる憲法裁判から」尾形健氏
　　（3）前期学芸体験講座「資料読解～資料で見る吉野作造とその時代」佐藤弘幸当館学芸員
　　（4）歴史探訪バスツアー（内ケ崎作三郎記念館、とみやど、富谷市民俗ギャラリー）
　　（5）後期基礎講座「吉野作造の文章を読んでみよう」氏家仁当館館長
　　（6）後期学芸体験講座「市民で作る企画展」小嶋翔当館主任研究員



（４）施設利用者の主な声やその対応状況 ※アンケート集計結果より

2）地域とともにつくる記念館
　　　　　　　　　　　　 ＝ 学びの機会の充実・持続可能な運営基盤の構築・地域活性化への貢献

　　●市民学芸員
　　（1）学芸体験講座　（2）市民がつくる企画展
　　●市民ボランティア
　　（1）市民交流事業でのボランティア活動　（2）花の植え替え　（3）除草・落ち葉の回収
　　●連携・協力事業
　　（1）いぬねこ十一番地　(2)子育て支援フリーマーケット　（3）おおさき花火大会

年間回答数：　527名
満　足　度　：　満足74％　やや満足14％　普通4％　やや不満1％　無回答7％　不満0％

お客様からのご意見・ご要望および改善・対策
●基礎講座
50代：支那革命小史の中で、「誰が、どこで、何をした」を追うと後々の作造さんの支援やアドバイスが
あったであろう。事案は見当たらないけど相当強力な存在だったんだろうな～と。その勇気、努力、勝負力
にドキドキしました。

●憲法記念日講演会
60代：吉野先生の思想においても、人権思想の観点が思い出せた。参政権、自由権、社会権というポイントから吉野の
政治思想をみるヒントをいただいた。
60代：憲法記念日の講演会、毎年、「学びの場」として、とても楽しみにしております。今後とも時宣に応じたテーマ設定・
講師選択を期待しております。

●GWイベント・みちのく妖怪ツアー展
40代：朗読劇すごく良かったです。お話しの世界に引き込まれました。
40代：これからも子どもたちが集う場として楽しい企画を期待しています。
40代：はじめてみにきました。思っていたよりもかわいい妖怪たちで楽しめました。小学生の子どもは、もう少しこわい体
験もしたかったです。

●前期企画展
60代：普通選挙100年の歴史について、その意味を深く考えることが出来ました。最近のムードやSNSでの広報に疑問が
あり、いかに吉野の普通選挙に対する思想に感銘しました。

●土田氏講演会
年代未記入：郷土の偉人を顕彰し心意気を後世に伝えていく取り組みをなさっていらっしゃる記念館の姿を天国から吉
野先生もエールを贈っておられることでしょう。「平和を武力で」という看板が街角に立つ世の中です。是非、末永く記念
館が存続し大崎の地から平和の灯を灯し続けて欲しいと思います。

●土田氏講演会（リモート開催）
10代：リモートで聞くとマイクの音が上手く聞きとれず反響していた。
➡対応：音声が聞き取りづらいトラブルが生じてしまいましたことをお詫び申し上げます。今後、使用する機材についてトラブ
ルが生じないよう、十分な確認とリハーサルを徹底して参ります。

◆麻田氏講演会
60代：今日は貴重なお話しを開けて大変参考になりました。今戦争を知らない若者達が沢山います。この様な機会を
もっと設けて頂き、子供でもわかりやすくアニメ化にしたり、二度と戦争というものをしてはいけないという空気を作りあげ
たらいいと思いました。

●後期企画展
60代：地域の歴史・文化遺産から人々の生きてきた時代をよく感得できました。こうした展示に市民が少しでも参加できる
ことは、よいコミュニティの創造につながります。職員の皆様のご努力と記念館の一層の発展を祈念いたします。ありがと
うございました。

市民学芸員の活動 いぬねこ十一番地 花火大会にあわせた絵画展



（５）施設の管理運営における課題
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８．管理運営状況

●故障・破損個所の修繕改修項目の解決

空調故障 休憩ラウンジ

感知器故障（高い箇所のため足場必要） 常設展示室

汚れ・壁面の塗り直し 外壁・壁面全体

避雷針モニュメント新設 屋上最上部

亀裂・ひび割れ箇所の改修 外壁・壁面全体

池用給水ポンプの撤去（2箇所） 中庭

吉野作造の生涯を描いた映像（新規製作） 常設展示室

●耐用年数が超過し、新規入替更新を必要としている内容

空調機器一式 研修室・企画展示室

自動ドア 正面入り口・休憩ラウンジ

●長期的な課題

休憩ラウンジの利活用 休憩ラウンジ

保管スペースの不足 収蔵庫

展示スペースの不足 常設展示室

●指定管理管轄外の課題

駐車場の適切な管理体制
　・目的外駐車への対応
　・満車時の対応
　・苦情などの対応

荒雄公園合同駐車場
（大崎市建設部管理）

評価項目 評価基準
自己
評価

所管
評価

１　施設全般の管理運営に関する業務

（１）人員配置 管理運営に必要な人員及び有資格者を配置している。 〇 〇

（２）職員研修 業務に必要な職員研修や教育等を適切に行っている。 〇 〇

（３）管理記録 各種の管理記録（業務日誌等）を適切に整備，保管している。 〇 〇

（４）安全管理 日常の安全管理や緊急時のマニュアル整備等の体制を整備している。 〇 〇

（５）清掃・維持管理 施設，設備等の保守点検や維持管理等を適切に行っている。 〇 〇

（６）施設等の修繕 施設や備品等の修繕を適切に行っている。 〇 〇



【評価の考え方】

※該当しない項目については，「－」を記入してください。

９．施設所管課の総合評価

評価項目 評価基準
自己
評価

所管
評価

２　利用者に関する業務

（１）利用状況
事業計画書等に基づく利用者数や施設の稼働率がある。（地震の影響を
考慮）

〇 〇

（２）利用料金 利用料金の設定，徴収，減免，還付等の手続きを適切に行っている。 〇 〇

（３）利用者満足度 利用者ニーズの把握に向けた取り組みを行っている。 〇 〇

３　事業の実施

（１）指定事業 仕様書，事業計画書に基づく事業を実施している。 〇 〇

（２）自主事業 施設の設置目的に沿った自主事業を実施している。 － －

４　個人情報の取扱い

（１）個人情報の保護 協定書等に基づき適切に個人情報を取り扱っている。 〇 〇

５　管理運営業務の収支等

（１）収支状況 事業計画書等に基づく妥当な事業収支である。 〇 〇

（２）効率的な運営 経費の節減や利用料金収入の向上に向けた取組みを行っている。 〇 ◎

（３）経理事務 専用口座，帳簿等を備え，適切な経理事務を行っている。 〇 〇

評価 評価の考え方

◎ （優　良） 協定書や事業計画書等より優れた内容で管理運営を行った。

○ （良　好） 協定書や事業計画書等に基づき適正な管理運営を行った。

△ （課題有） 協定書や事業計画書等を下回る内容であり，一部の業務に改善が必要である。

× （改善要） 協定書や事業計画書等に基づく管理運営が行われなかったため改善を要する。

　令和７年度は，普通選挙法成立１００周年を記念する企画展「大崎からみる普選元年」の開催を
はじめ，様々な企画，取り組みにより，吉野作造の思想や業績を多くの人々に発信した。
　特に，小学生から高校生向けに吉野を紹介する巡回パネル展，大学や各種団体向けの出張講座な
ど，外部に出向く活動を積極的に行い，将来の新規来館者の拡大にも貢献した。
　また，市民学芸員の募集や，ボランティア活動，各種の連携・協力事業を行い，地域に根ざした
施設となるよう努めるなど，施設運営は良好である。
　施設管理の面では，節電やコピー用紙再利用など環境配慮の行動を徹底し，職員による除草・除
雪作業や同時期イベントのチラシ１本化など，経費削減の工夫にも努めた。
　今後も多くの人々が来館し，吉野の思想や業績，そこに関連する歴史や文化を後世に伝え，共有
できる施設となるよう管理運営が行われることを期待する。


